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信
し ん

仰
こ う

のしずく
ジェイコブには問

もん

題
だい

がありました。いつもねむいのです！

最
さい

初
しょ

のうちは，授
じゅ

業
ぎょう

に集
しゅう

中
ちゅう

するのは簡
かん

単
たん

でした。でも，だんだ
んとむずかしくなってきました。時

とき

々
どき

，ジェイコブはとてもつか
れて，ねむりに落

お

ちてしまうのです。
次
つぎ

の日
ひ

，校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

がジェイコブと両
りょう

親
しん

に面
めん

談
だん

を申
もう

し出
で

ました。
校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

はほほえみ，3 人
にん

を校
こう

長
ちょう

室
しつ

にむかえ入
い

れてくれました。
「来

き

てくださってうれしいです」と校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

は言
い

いました。
「ジェイコブはすばらしい生

せい

徒
と

です。しかし，たんにんの教
きょう

師
し

が，ジェイコブは授
じゅ

業
ぎょう

に関
かん

心
しん

がないと言
い

っています。時
とき

々
どき

集
しゅう

中
ちゅう

し
ていなくて，とてもつかれているように見

み

えます。大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

でしょ
うか？」

お母
かあ

さんがうなずきました。「ジェイコブはこの学
がっ

校
こう

に来
こ

ら
れるように一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

努
ど

力
りょく

したのですが，わたしたちの家
いえ

はとて
も遠

とお

いのです。毎
まい

日
にち

早
はや

起
お

きする必
ひつ

要
よう

があります。それで，午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

の授
じゅ

業
ぎょう

ではねむくなってしまうのです。」

ポリアンナ・マットス・ベッキオ
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

このお話
はなし

はブラジルでの出
で

来
き

事
ごと

です。

 「ジェイコブ，答
こた

えが分
わ

かりますか？」と，レリス先
せん

生
せい

がたず
ねました。

ジェイコブは目
め

を開
あ

け，つくえから頭
あたま

を上
あ

げました。クラス
メート全

ぜん

員
いん

がジェイコブを見
み

ています。先
せん

生
せい

もじっと見
み

つめて
いました。ジェイコブはほおが熱

あつ

くなるのを感
かん

じました。また
授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

にねむってしまったのです！
「ごめんなさい，レリス先

せん

生
せい

」とジェイコブは言
い

いました。「も
う一

いち

度
ど

質
しつ

問
もん

を言
い

っていただけますか。」
「いいわよ。でも，授

じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

にねむるのはやめてください。」
ジェイコブは自

じ

分
ぶん

の席
せき

でちぢこまりました。「はい，先
せん

生
せい

。」
ジェイコブは数

すう

週
しゅう

間
かん

前
まえ

に新
あたら

しい学
がっ

校
こう

に来
き

たばかりでした。学
まな

ぶのが大
だい

好
す

きで，クラスメートも親
しん

切
せつ

でした。でも，問
もん

題
だい

が一
ひと

つ
ありました。いつもねむいのです！ 新

あたら

しい学
がっ

校
こう

は遠
とお

いので，時
じ

間
かん

どおりに来
く

るためには早
はや

起
お

きしなければなりませんでした。
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「ああ，それだけのことですか？」と校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

は言
い

いました。
「ぜひコーヒーのしずくを何

なん

滴
てき

か試
ため

してみてください！ 毎
まい

朝
あさ

ジェイコブの飲
の

み物
もの

に，とても強
つよ

いコーヒーを何
なん

滴
てき

か入
い

れるの
です。そうすれば，ねむくならないでしょう。」

ジェイコブは顔
かお

をしかめました。「でも先
せん

生
せい

，うちの家
か

族
ぞく

は
コーヒーは飲

の

まないんです。」
校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

はこまった顔
かお

をしていました。「もしねむってばかり
いたら，学

まな

ぶのはむずかしいでしょう。少
すく

なくともそれについて
考
かんが

えるべきです。」
校
こう

長
ちょう

室
しつ

を出
で

たとき，ジェイコブの頭
あたま

はこんらんしていました。
学
がっ

校
こう

の勉
べん

強
きょう

をもっとがんばりたいと思
おも

いましたが，いましめに
したがいたいとも思

おも

いました。
その夜

よる

，家
か

族
ぞく

で聖
せい

文
ぶん

から知
ち

恵
え

の言
こと

葉
ば

について読
よ

みました。
ジェイコブの番

ばん

になり，読
よ

みました。「これらの言
こと

葉
ば

を守
まも

って
行
おこな

うことを覚
おぼ

え〔る〕すべての聖
せい

徒
と

たちは，……知
ち

恵
え

と，知
ち

識
しき

の
大
おお

いなるたから……さえ見
み

いだすであろう。また，走
はし

ってもつ
かれることがなく，歩

ある

いても弱
よわ

ることはない。」*
そのとき，いい考

かんが

えがうかびました！
ジェイコブは椅

い

子
す

から立
た

ち上
あ

がりました。「コーヒーのしずく
ではなく，信

しん

仰
こう

のしずくを使
つか

うよ！」
「どういう意

い

味
み

だい？」と，お父
とう

さんがたずねました。
ジェイコブはにっこりしました。「毎

まい

朝
あさ

，食
しょく

事
じ

の前
まえ

においのり
をして，ねむくならないように祝

しゅく

福
ふく

してくださいって天
てん

のお父
とう

様
さま

に願
ねが

い求
もと

めるんだ。おいのりは信
しん

仰
こう

のしずくのようなものだか
ら！」

お母
かあ

さんとお父
とう

さんもほほえみました。「それはいい考
かんが

えだ
ね！」とお父

とう

さんが言
い

いました。

知
ち

恵
え

の言
こと

葉
ば

とは何
なん

でしょうか？
知
ち

恵
え

の言
こと

葉
ば

は，神
かみ

様
さま

が御
ご

自
じ

分
ぶん

の子
こ

供
ども

たちを祝
しゅく

福
ふく

するためにあ
たえられたいましめです（教

きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

89 章
しょう

参
さん

照
しょう

）。どのよう
な食

た

べ物
もの

が良
よ

いのか，またどのようなものをさければよいの
かを教

おし

えています。このいましめにしたがうとき，わたしたち
は祝

しゅく

福
ふく

されて，健
けん

康
こう

と強
つよ

さと知
ち

恵
え

にめぐまれます！

* 教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

89：18 － 20

次
つぎ

の朝
あさ

，家
か

族
ぞく

はひざまずき，ジェイコブが元
げん

気
き

に目
め

を覚
さ

まして
いられるようにいのりました。次

つぎ

の日
ひ

も同
おな

じようにしました。
そして，その次

つぎ

の日
ひ

も。毎
まい

晩
ばん

，ジェイコブも早
はや

くねるように努
ど

力
りょく

しました。そして毎
まい

朝
あさ

，家
か

族
ぞく

は天
てん

のお父
とう

様
さま

がジェイコブを助
たす

けて
くださるという信

しん

仰
こう

を持
も

ちました。
時
とき

がたつとともに，信
しん

仰
こう

のしずくが力
ちから

を発
はっ

揮
き

しました。ジェイ
コブは一

いち

日
にち

中
じゅう

集
しゅう

中
ちゅう

できるようになったのです！ 神
かみ

様
さま

が家
か

族
ぞく

の
いのりにこたえてくださったのです。ジェイコブは，自

じ

分
ぶん

が知
ち

恵
え

の言
こと

葉
ば

にしたがっていることを神
かみ

様
さま

はほこりに思
おも

っておられる
と分

わ

かりました。
「ジェイコブ，授

じゅ

業
ぎょう

を受
う

けるじゅんびはいいですか？」ある朝
あさ

，
ジェイコブが教

きょう

室
しつ

に入
はい

って行
い

くと，レリス先
せん

生
せい

がたずねました。
ジェイコブはとびきりの笑

え

顔
がお

でうなずきました。学
がっ

校
こう

に来
く

る
前
まえ

に信
しん

仰
こう

のしずくを働
はたら

かせたので，どんなことについてもじゅ
んびができていました！ ●


